
第８７回  記者懇談会実施概要 

１  日  時    ２０１３年１月２５日（金）１５：００～１７：００ 

２  場  所    関西大学１００周年記念会館 第２会議室 

３  内  容 

(1) 研究発表・質疑応答（１５：００～１６：００） 
・矢田勝俊  商学部教授 

発表テーマ「ビッグデータからの価値創造への挑戦 

      －流通業における産学共同研究の事例を通して－」 

・春名 匠  化学生命工学部准教授 

発表テーマ「高強度超微細粒鋼の水素脆化感受性」 

 

   (2) 学内状況説明・情報交換（１６：００～１７：００） 

① ２０１３年度入学試験 志願者状況および試験初日の取材対応について  資料１ 

② 文部科学省「卓越した大学院拠点形成支援補助金」の採択について    資料２ 

③ 「考動力」を育む「コラボレーションコモンズ」の構築について     資料３ 

④ 岩手県・大槌町での IT教育・新規雇用創造による自律的復興支援プロジェクト 

について   資料４ 

⑤ 平成２４年度卒業式及び大学院学位記授与式ならびに 

留学生別科秋学期修了式の挙行について   資料５ 

⑥ 道頓堀連続フォーラム第１回の開催について              資料６ 

⑦ 第８回 大阪市立大学×大阪府立大学×関西大学 三大学連携事業 

「学生力！ぼくらのつくる大学」の開催について  資料７ 

⑧ ミズノ株式会社との連携事業 淀川大掃除の実施について        資料８ 

⑨オーストラリア政府派遣短期日本語・日本文化研修プログラムの 

実施について   資料９ 

⑩ 高槻キャンパス情報演習棟（Ｋ棟）竣工式の挙行について        資料 10 

⑪ 第６回関大×ふくい笑い講の開催について               資料 11 

⑫ いわて三陸復興フォーラムの開催について               資料 12 

⑬ ダイキン工業株式会社との連携協力協定の締結について         資料 13 

⑭ 関大生の活躍について                        資料 14 

 

４  大学側出席者 

楠見晴重学長、黒田勇副学長、木谷晋市副学長、西村枝美学長補佐、 

矢田勝俊商学部教授、春名匠化学生命工学部准教授、与謝野有紀社会学部教授、

岩﨑千晶教育推進部助教、藤本清高総合企画室長兼広報室長、 

中川雄弘広報課長、福田聡入試広報グループ長、藪田和広学長課長 他 
 

５  参考資料 

(1) 関西大学通信 第４２０号、第４１９号、第４１８号 

(2) 関西大学ニューズレター「Ｒｅｅｄ」第３１号 

(3) 第１７回関西大学先端科学技術シンポジウム パンフレット 

(4) すこやか教養講座（第７期） チラシ 

(5) 平成２４年度関西大学特別講座 チラシ 

(6) 第３回 関西大学初等部研究発表会 チラシ 

(7) 防災講演会 チラシ 

(8) 行事予定表（１月～３月）                     以 上 



ビッグデータからの価値創造への挑戦 
－流通業における産学共同研究の事例を通して－ 

 
商学部 矢田勝俊 

 
【概要】 
 昨今の IT 業界では「ビッグデータ（Big Data）」が重要なキーワードとして注目を集め

ている。それは IT を利用するユーザー企業においても関心が高く、製造業、サービス業な

ど業種を問わずその利活用の検討が始まっている。ビッグデータとは、データサイズにの

み特徴があるのではなく、非定型でリアルタイム性が強く、その結果、データサイズが大

きくなる性質のデータを指す。ビッグデータが多くの関心を集めている理由は、その利活

用が社会・市場に極めて重大なインパクトを持つようになってきたからである。そのイン

パクトは既存のビジネス慣習、常識を覆し、全く新しいビジネスモデルを生み出すことも

あり、Google などはその最も典型的な事例である。 
 日本でも多くの識者が巨大データの存在、利活用の可能性を示しており、いくつかの企

業が具体的な試みを行っている。この報告では、流通業におけるビッグデータの活用につ

いて、関西大学 DM ラボが主催し、多くの企業が参加する RFID を利用した買物行動調査

に関する店舗実験について紹介する。店舗実験では RFID、赤外線センサーなどのセンサー

ネットワークを店内に設置した。従来、ブラックボックスであった顧客の店内行動を詳細

に追跡し、新しい知見に基づくマーケティングを創造することが目的である。店舗で取り

扱われている商品のメーカーが様々な仮説を生成、実証実験を行い、顧客の買上データと

店内行動を統合することで、買物行動の本質を理解しようとしている。ビッグデータの議

論をみると、データの蓄積法や処理方法、分析技術といった技術的側面に注目しがちであ

るが、ビッグデータを新しい価値に転換するにはむしろ、そうした社会・ビジネスシステ

ムとの有機的な結びつきが決定的に重要である。報告では技術的な側面に加え、そうした

社会システムの存在、内容についても言及したい。その上でビッグデータに関する今後の

展望について、議論を深めたい。 
 
【プロフィール】 
1969 年福井県生まれ。関西大学商学部教授、副学部長、DSI プログラム統括責任者、デー

タマイニング応用研究センター所長を兼任。博士(経営学)。1997 年、神戸商科大学大学院

経営学研究科博士後期課程修了後、大阪産業大学経営学部を経て、2000 年、関西大学商学

部に着任、2006-2007 年、コロンビア大学ビジネススクール客員研究員、現在に至る。専

門はデータマイニングのビジネス応用、近年は顧客/店舗管理、商品評価に関するマーケテ

ィング問題への応用に取り組んでいる。文部科学省、経済産業省などのサービス、情報技

術に関連する委員を歴任。様々な企業との産学連携による共同研究を行っており、実践を

伴う実証研究を推進している。 
 



高強度超微細粒鋼の水素脆化感受性 

 

化学生命工学部 准教授 春名 匠 

 

【概 要】 

 省資源、省エネルギーの観点から、構造材料として望まれる金属材料の特性は、軽量かつ高強

度である。この特性を両立させることができれば、強度部材の肉厚を減少させることができ、運

輸機器の軽量化によって燃費を抑制することができる。金属材料に異種金属を添加すると強度を

上昇させることができるが、多種類の元素を含有する金属材料はリサイクル性の点で不利になる。 

 一般的に使用されている金属材料は、金属原子が整然と並んだ直径数十～数百 µm の結晶粒が

多数集まった多結晶体であり、隣り合う結晶粒の接触面は結晶粒界と呼ばれ、面上に集まった原

子欠陥である。また、金属材料を過度に変形させると、結晶粒が小さくなることで粒界が増加し、

粒内にも原子欠陥ができることから、強度が上昇する。近年、金属材料に繰り返し巨大な変形を

与えながら変形前の形状を維持させるとともに、その材料の結晶粒の大きさを 1µm 以下に超微細

粒化することができる巨大ひずみ加工法が開発され、リサイクル性の点で有利な高強度材の開発

が可能になった。 

 鉄鋼材料にもこの手法が適用でき、構成元素の少ない高強度超微細粒鋼が開発された。しかし

ながら、別の方法で高強度化された鉄鋼材料を湿潤大気環境中で使用すると、腐食に伴って発生

した水素が材料内に侵入して材料が脆くなる水素脆化が起こることが以前から知られており、新

しく開発された高強度超微細粒鋼にも水素脆化の発生が危惧された。 

 そこで、今回の報告では、高強度超微細粒鋼に強制的に水素を侵入させて、水素脆化感受性と

侵入水素量の関係を調査するとともに、高強度超微細粒鋼の水素脆化感受性を低減する処理法を

開発した研究を紹介する。 

 

【プロフィール】 

 大阪府出身。1992 年大阪大学大学院工学研究科冶金工学専攻修了（博士(工学)授与）後、同専

攻助手に採用される。「曲がる」金属材料が引っ張られながら特定の環境に設置されると「折れる」

現象が現れる「環境脆化」の機構を解明する研究がライフワークである。1994 年より 1 年 7 ヶ月

間、米国ペンシルバニア州立大学の先端材料センターに在籍し、金属材料の表面に自発的に形成

され、金属材料の腐食抑制に大きな影響を与える不働態皮膜の成長・破壊モデルの構築を行った。

2005 年 4 月に本学に赴任し、鉄鋼材料をはじめ、Ti 合金、Mg 合金、Al 合金など広範囲の金属

材料に対する腐食科学を理解し、防食技術を提案するための教育・研究を行っている。 

 


